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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像の各領域における被写体の奥行き位置に基づいて、前記入力画像の各領域の質
感の強調度合いを制御する奥行き制御信号を生成する奥行き制御信号生成部と、
　前記入力画像における人の顔の肌の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強
調度合いを制御する顔肌領域制御信号を生成する顔肌領域制御信号生成部と、
　前記入力画像における人の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強調度合い
を制御する人物領域制御信号を生成する人物領域制御信号生成部と、
　前記奥行き制御信号、前記顔肌領域制御信号、および前記人物領域制御信号を合成して
、制御信号を生成する制御信号合成部と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御信号に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の調整を行ない、出力画像を生
成する画像処理部をさらに備える
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理部は、前記制御信号に基づいて、前記入力画像のエッジ成分を増幅または
減衰させる
　請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理部は、前記制御信号に基づいて、前記入力画像のテクスチャ成分を増幅さ
せる
　請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像処理部は、前記制御信号とは異なる他の制御信号に基づいて、前記入力画像の
エッジ成分を増幅または減衰させる
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　請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像処理部は、
　　前記出力画像の領域ごとに、前記制御信号に基づいて前記出力画像の生成に用いる予
測係数を選択する予測係数選択部と、
　　前記入力画像と前記予測係数とに基づいて、前記入力画像よりも解像度の高い前記出
力画像を生成する予測演算部と
　を備える請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理部は、前記制御信号に基づいて、前記入力画像のクロマ成分を増幅または
減衰させる
　請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記入力画像におけるアテンションが高いと推定される領域に基づいて、前記入力画像
の各領域の質感の強調度合いを制御する誘目領域制御信号を生成する誘目領域制御信号生
成部をさらに備え、
　前記制御信号合成部は、前記奥行き制御信号、前記顔肌領域制御信号、前記人物領域制
御信号、および前記誘目領域制御信号を合成して、前記制御信号を生成する
　請求項１または請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記顔肌領域制御信号生成部は、前記入力画像からの人の顔の領域の検出結果に基づい
て、人の顔の肌の領域を特定して前記顔肌領域制御信号を生成し、処理対象の前記入力画
像から人の顔の領域が検出されなかった場合、過去の前記入力画像における人の顔の肌の
領域の特定結果に基づいて、前記処理対象の前記入力画像における人の顔の肌の領域を特
定する
　請求項１乃至請求項８の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記人物領域制御信号生成部は、前記入力画像からの人の顔の領域の検出結果、または
前記入力画像の人の顔の肌の領域の特定結果の少なくとも何れかを用いて、前記入力画像
における人の領域を特定し、前記人物領域制御信号を生成する
　請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　入力画像の各領域における被写体の奥行き位置に基づいて、前記入力画像の各領域の質
感の強調度合いを制御する奥行き制御信号を生成する奥行き制御信号生成部と、
　前記入力画像における人の顔の肌の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強
調度合いを制御する顔肌領域制御信号を生成する顔肌領域制御信号生成部と、
　前記入力画像における人の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強調度合い
を制御する人物領域制御信号を生成する人物領域制御信号生成部と、
　前記奥行き制御信号、前記顔肌領域制御信号、および前記人物領域制御信号を合成して
、制御信号を生成する制御信号合成部と
　を備える画像処理装置の画像処理方法であって、
　前記奥行き制御信号生成部が前記奥行き制御信号を生成し、
　前記顔肌領域制御信号生成部が前記顔肌領域制御信号を生成し、
　前記人物領域制御信号生成部が前記人物領域制御信号を生成し、
　前記制御信号合成部が前記制御信号を生成する
　ステップを含む画像処理方法。
【請求項１２】
　入力画像の各領域における被写体の奥行き位置に基づいて、前記入力画像の各領域の質
感の強調度合いを制御する奥行き制御信号を生成し、
　前記入力画像における人の顔の肌の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強
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調度合いを制御する顔肌領域制御信号を生成し、
　前記入力画像における人の領域に基づいて、前記入力画像の各領域の質感の強調度合い
を制御する人物領域制御信号を生成し、
　前記奥行き制御信号、前記顔肌領域制御信号、および前記人物領域制御信号を合成して
、制御信号を生成する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
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